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京大東アジアセンターニュースレター   第 494号   








〇 読後雑感 アジア編 ： ２０１３年 第２０回  
〇 上海街角インタビュー ⑥ 
○ 【中国経済最新統計】 
東アジア人材採用のための会社説明会 
日時:2013 年 12 月 4 日(水) 11 時～15 時 
会場:みずほホール(法経東館地下) 
 












②希望する会社（複数可能）の説明会が始まる 5 分前までに会場横の廊下に集合ください。 
③履歴書は、参加を希望する会社数分を御用意ください｡ 






















12 月 4 日(水) 
























■京都会場  2013年 12月 7日(土) 13時 
     京都大学百周年時計台記念館 2階国際交流ホール 
 
■東京会場  2013年 12月 9日(月) 13時 






挨拶  京都大学大学院経済学研究科長 植田和弘 
  
13:30-14:30 
京都大学大学院経済学研究科 教授 塩地 洋  日系企業から見たミャンマー自動車産業(仮題 以下同) 
  
14:30-15:00 
鹿児島県立短期大学 講師  山本 肇  自動車産業－政策･発展史･今後の展望 
  
15:15-15:45 







住友商事 自動車リテイルファイナンス事業部 木村 将裕 金融事情と販売金融現況 
  
16:15-16:45 




      
17:15-18:45 
懇親会  参加費 2000円(協力会会員は無料) 
司会 京都大学経済学部特任教授/東アジア経済研究センター協力会理事 宇野輝 
開会挨拶 京都大学東アジア経済研究副センター長/京都大学経済学部准教授 矢野剛 





























時  間： 2013年11月19日(火) 16:30－18：00  
場  所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館・地下１階みずほホール  
報告者： 戴暁芙（復旦大学日本研究センター副教授）  
テーマ： 中国の 「土地財政」と地方政府の投融資プラットフォーム問題について 
 
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第３火曜日に行います。2013年度における開催(予定)日は以下の通りです。  













                                                             小島正憲 
ヒンドゥー教特集                                                  
１．「ヒンドゥー・ナショナリズム」   ２．「ヒンドゥー教」   ３．「ヒンドゥー教とイスラム教」  
４．「ヒンドゥー教巡礼」   ５．「踊るマハーバーラタ」  
 
１．「ヒンドゥー・ナショナリズム」  中島岳志著  中公新書  ２００２年７月１５日 


















































２．「ヒンドゥー教」  森本達雄著  中公新書  ２００３年７月１５日 










































３．「ヒンドゥー教とイスラム教」  荒松雄著  岩波新書  １９９７年５月２０日 













































































４．「ヒンドゥー教巡礼」  立川武蔵著  集英社新書  ２００５年２月２２日 














  第１期＝インダス文明の時代－紀元前２５００～紀元前１５００年 
  第２期＝バラモン教（バラモン中心主義）の時代－紀元前１５００～紀元前５００年 
  第３期＝仏教などの非正統派の時代＝紀元前５００～紀元６００年 
  第４期＝ヒンドゥー教興隆の時代－紀元６００～紀元１２００年 
  第５期＝イスラム教支配下のヒンドゥー教の時代－紀元１２００～紀元１８５０年 


















５．「踊るマハーバーラタ」  山際素男著  光文社新書  ２００６年１月２０日 
















































































































  第一計  瞞天渡海（天をあざむいて、海を渡る） 
       普段見慣れているものは気づかれにくい、油断させて攻撃する        
第二計  囲魏救趙（魏を囲んで、趙を救う） 
     魏の大軍が包囲している趙に正面から救援に行かず、手薄になっている魏を攻める 
  第三計  借刀殺人（刀を借りて、人を殺す） 
       自分の戦力を消耗させることなく、同盟者や第三者が敵を攻撃するように仕向ける 
  第四計  以逸待労（逸を以って、労を待つ） 
       味方の力を温存し、敵の疲れを待つ 
  第五計  趁火打劫（火につけこんで、おしこみを働く） 
       火事場泥棒。相手の弱みにつけこんでどんどん攻める。  
  第六計  声東撃西（東に叫んで西を撃つ） 
       東を攻めると見せかけて、西を攻める。 陽動作戦 
 
敵戦計：余裕をもって戦える、あるいは同じ力の敵に対する戦略 
  第七計  無中生有（無中に有を生ず） 
       無いものをあるように見せる、あるものを無いと見せる。虚虚実実のかけひき 
  第八計  暗渡陳倉（ひそかに、ちんそうに渡る） 
       相手の虚をつき、油断している場所を攻める。 迂回作戦 
  第九計  隔岸観火（岸を隔てて、火を観る） 
       相手に内紛の兆しがあるときは、じっと相手の自滅を待つ 
  第十計  笑裏蔵刀（笑裏に刀をかくす） 
       笑顔で近づき油断を誘う。 ほめ殺しもこの計の一手 
第十一計  李代桃僵（すもも、桃に代わって倒れる） 
      皮を斬らせて肉を切り、肉を斬らせて骨を断つ 
第十二計  順手牽羊（手にしたがいて、羊をひく） 
      少しの利益でも取れる時にとる。  
 
攻戦計：相手が一筋縄ではいかない場合、上手く勝つための戦略 





      草を叩いて蛇がいるか調べる。 偵察を出して反応を探る大切さ 
第十四計  借屍還魂（屍を借りて、魂を還す） 
      役に立つか立たないかは利用方法しだい、利用できるものは何でも利用する 
  第十五計  調虎離山（虎をあしらって、山を離れしむ） 
        敵に利のある地で戦えば、自ら負けに行くようなもの、味方に有利な地で戦う 
  第十六計  欲檎姑縦（とらえんと欲すれば、しばらくはなれて） 
        敵をわざと逃がして、気を緩ませた所を捕らえる。 交渉事でも相手の逃げ道を作る  
  第十七計  拠磚引玉（れんがを投げて、玉をひく） 
        海老で鯛を釣る戦法。 うまい話で相手を誘い出す 
  第十八計  擒賊擒王（賊を捕らえんには、王を捕らえよ） 
        日本では「将を射んとすれば、馬を射よ」という諺になっている 
 
混戦計：相手がかなり手ごわく、乱戦時の戦略 
第十九計  釜底薪抽（釜の底より、薪を抜く） 
      敵を直接攻撃するより、補給路を断つ。 
第二十計  混水摸魚（水を混ぜて、魚をさぐる） 
      相手の内部混乱に乗じて勝利を収める戦略 
  第二十一計 金蝉脱穀（金蝉、殻を脱ぐ） 
        変化がないようなふりをして、移動したり、退却したりする 
第二十二計 関門捉賊（門を閉ざして、賊を捕らえる） 
敵の退路を断ち、包囲殲滅する。 第 16計の反対 
  第二十三計 遠交近攻（遠く交わり、近くを攻める） 
遠くの相手と同盟を組み、近くの敵を叩く。 外交戦術の基本 







本来の相手で無い別の相手を批判し、間接的に本来の目的を達する              
  第二十七計 仮痴不癲（痴をいつわるも、てんせず） 
        愚かな振りをして、相手を油断させる。 織田信長もこの手を使った 
  第二十八計 上屋抽梯（屋にあげて、はしごをはずす） 
        二階に上げてはしごを外す。 相手をおびき出して戦力を分断する 
  第二十九計 樹上開花（樹上に花をさかす） 
        こちらを大きく見せて相手を威圧し、時間を稼ぐ。 ハッタリ戦法 
  第三十計  反客為主（客を反して、主となす） 




        美人を使ってでも相手のやる気をなくさせる      
第三十二計 空城計（空城の計） 
      わざと隙を見せて、敵の動揺を誘う。 窮余の策 
  第三十三計 反間計（反間（スパイ）の計） 
        スパイを利用し偽情報を流して相手を混乱させる 
  第三十四計 苦肉計（苦肉の計） 
        多少の犠牲は覚悟の上で行動する 
  第三十五計 連環計（連環の計） 
        敵の勢力が強大な時は正面から攻撃するのは愚策、策を練り相手の動きを弱める 
  第三十六計 走為上（にぐるを上となす） 







































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2            
6 月 9.5 15.1 17.7 6.4 11.8 223 17.9 19.0 6.6 2.8 15.9 15.2 
7 月  14.0 17.2 6.5 27.7 315 20.3 23.0 2.7 19.8 14.7 15.0 
8 月  13.5 17.0 6.2 33.4 178 24.4 30.4 6.4 11.1 13.6 14.8 
9 月 9.1 13.8 17.7 6.1 27.3 145 17.0 21.1 -3.5 7.9 13.1 14.3 
10 月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11 月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12 月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012 年             
1 月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2 月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3 月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4 月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5 月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6 月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7 月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8 月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9 月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10 月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11 月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12 月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013 年             
1 月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 
2 月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 
3 月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4 月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5 月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6 月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10 月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5   14.3 14.1 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
